
 BlueStacks 5でLogcatを使⽤する⽅法 

 このドキュメントでは、BlueStacks 5でLogcatを使⽤する⼿順を説明します。 

 Logcatはアプリ内でエラーが発⽣している間のシステムメッセージに関連するログを収 
 集するコマンドラインツールです。これらのログはエラーや問題の根本原因を詳細に分 
 析するために使⽤されます。 

 Logcat使⽤⼿順 

 1. ADBを有効化する 
 ADB有効化⼿順: 

 ●  BlueStacks 5を開き、  ハンバーガーメニュー  または  ⻭⾞アイコン  をクリックし、 
 下記のようにSettings(設定)メニューにアクセスします。: 

 ●  Settings(設定)メニュー内の設定: 
 ○  Advanced  に移動します。 
 ○  下記のように  Android Debug Bridge (ADB)  を有効化します。 



 注意:  下記⼿順で設定を変更する間はBlueStacks 5を終了しないでくださ 
 い。 

 2.  コマンドプロンプトからADBシェルに接続する 

 このセクションでは、Windows上でコマンドラインツールを開き、BlueStacks 5の 
 ディレクトリに移動して必要な設定を⾏う⼿順を説明します。 

 ●  Windows上での⼿順  i: 
 ○  スタートボタン  をクリックして  CMD  と⼊⼒します。 
 ○  下記のように右側に表示される管理者として実⾏(  Run as administrator  ) 

 をクリックして、管理者としてCMDを実⾏します。  : 

 ○  コマンドプロンプトのウィンドウで、  cd C:\Program 
 Files\BlueStacks_nxt  と⼊⼒し、  エンター  を押します。 

 ○  BlueStacks_nxt  ディレクトリに移動し、最初の⼿順で有効にしたADBを 
 使⽤できるようになりました。 



 3. Logcatを開始する 

 このセクションでは、BlueStacks 5のADBシェルに接続し、Logcatを使⽤する⼿順 
 を説明します。 

 BlueStacks 5のADBシェルへの接続⼿順: 

 ●  コマンドプロンプトで  HD-Adb.exe  shell  と⼊⼒し、  エンター  を押します。 
 ●  下記のように“$”と共にデバイスプロファイルが表示されます。 

 Logcatの使⽤⽅法: 

 ●  キャッシュをクリアする 
 ○  ADBシェル内で  logcat -c  と⼊⼒し、  エンター  を押します。 

 ●  Logcatを開始する 
 ○  logcat  と⼊⼒し、  エンター  を押すと、デバッグが開始されます。 
 ○  下記のようにコマンドプロンプトのウィンドウ内でログが収集され始めま 

 す。 



 ○  いくつかの初期ログが画⾯に表示され始めます。ログ収集処理が完了する 
 までお待ちください。 

 ●  BlueStacks 5上で問題を再現する 
 ○  デバッグしようとしている問題を再現するために、BlueStacks App Player 

 内で問題の再現⼿順を実⾏します。 
 ■  Logcatはバックグラウンドでログ収集を継続します。 

 ●  Logcatを停⽌する 
 ○  ログの収集が完了したらコマンドプロンプト内で  Ctrl+C  を押してLogcatを 

 停⽌します。 
 ○  要件に応じてシェル上でログを確認したり、データをテキストファイルに 

 保存して共有することが可能です。 
 ○  これらのログをファイルとして保存するには、ADBシェルを終了する必要 

 があります。 

 ●  ADBシェルを終了する 
 ADBシェルを終了するには下記のようにADBシェル内で  exit  と⼊⼒し、  エンター 
 を押します。  : 

 ●  ログをファイルに保存する 
 ログをファイルとして保存するには、以下のコマンドを使⽤します。: 

 ○  HD-Adb.exe logcat >> <出⼒するテキストファイルの場所> 
 ○  参考としてコマンドのサンプルを以下に示します。: 

 HD-adb.exe logcat >> "C:\Users\bluestacks\Desktop\mylogcat.txt" 

 重要情報 

 ●  ⽣成されるログの量によってログの保存に時間がかかる場合があります。 


